
Ｌ面（北・濠側） 

工事前 

解体状況 

・裏込石内部から石垣面と直交する方向に配置された石列を検出しました。 
・通常の裏込め石より大振りな石を１列もしくは２列に並べています。幅は 
 0.5～１ｍ、長さ約２ｍ以上の規模です。 
・高さは0.5ｍ程度で、１段毎に石列の位置を変えています。 
・福岡城跡で初めて確認され、全国的にみても同様の事例は知られていません。 

裏込内石列 

 

K面（西側） 

J面（南側） 

石垣解体･修復範囲 

L面 
K面 

上之橋御門北側石垣の保存修理工事について   

平成17年の福岡西方沖地震で損壊した上之橋御門
の北側石垣の伝統的技法による修復工事を平成24
年度から約2か年かけて行いました。 
 
修復工事では、石垣内部の構造や、構築技法の調
査、石垣の不安定要因の解明も合わせて実施して
きました。その結果、石垣の背後の裏込め礫石層
中に、複数の石列を検出し、これまでまったく知
られていない「裏込め工法」であることがわかり
ました。 
 

工事前 

解体状況 

完了 

工事前 

解体状況 

完了 完了 

石垣見学会資料 

解体前の石垣の状況です。福岡西方沖地震により大きく石垣が膨らみ崩落の
危険性がありました。調査を行い解体範囲を確定し、記録と保存を行いなが
ら一石ずつ慎重に解体工事を進めました。 
解体完了後は石垣を本来の形状に修復すべく、伝統的技術をもった石工に
よって、石材の原位置への復旧が行われました。また、損壊して使用不能に
なった石材の場所には伝統的石割によって作られた石材を補填しました。 
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